
名 船 発 掘 く,気船〉

《主要目》カーフェリー、日本高速フェリー所属、11′32

総 トン、主機ディーゼル 4基、2軸、出力26′080馬力、

最高速力255/ッ ト、旅客定員|夕124名、車両積載数

乗用草208合、 トラック84台、1972年川崎重工業建造

(1番 船 「さん。S、らわあ」の建造時のデータ)

さんふらわあれ

日本のクルーズフェリーのさきがけ

ク
ル
ー
ズ

フ

ェ
リ
ー
の
時
代

「
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
」
と
は
、
レ
ジ
ャ
ー
を
主
体

と
す
る
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。
バ
ル
ト
海

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
～
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
航
路
の
大
型
フ

ェ
リ
ー
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
。

船
旅
人
口
が
年
間

一
千
万
人
と
い
わ
れ
る
こ
の
海

域
に
は
、　
一
九
八
〇
年
代
か
ら
大
型
豪
華
フ
ェ
リ
ー

が
次
々
と
登
場
し
て
き
た
。
そ
し
て
九
〇
年
代
に
入

る
と
、
「
シ
リ
ヤ

・
セ
レ
ナ
ー
デ
」
と

「
シ
リ
ヤ

・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
、
船
の
大
き
さ
が

つ
い
に
五
万
総
ト
ン
を
こ
え
た
。

日
本
で
も
近
年
、
レ
ジ
ャ
ー
路
線
を
導
入
し
た
大

型
フ
ェ
リ
ー
が
誕
生
し
、
船
旅
の
選
択
肢
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
船
に
負
け
な
い
デ
ラ
ッ
ク

ス
な
客
室
を
備
え
た
フ
ェ
リ
ー
が
次
々
と
登
場
し
、

フ
ェ
リ
ー
を
活
用
し
た
魅
力
的
な
ク
ル
ー
ズ
商
品
を

提
供
す
る
旅
行
社
が
ふ
え
て
い
る
の
は
、
船
旅
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー

・
タ
イ
プ
の
船

が
日
本
の
沿
海
に
現
れ
た
の
は
、
七
〇
年
代
に
な
っ

て
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
は
し
り
は
、
照
国
グ
ル
ー
プ
の
日
本
高
速
フ

ェ
リ
ー
が
運
航
し
た
、
あ
の

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
ク

ラ
ス
、
す
な
わ
ち

一
番
船

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
と
、

そ
れ
に
続
く
船
名
に

「
さ
ん
ぶ
ら
わ
あ
」
を
つ
け
た

「
２
」
「
５
」
「
８
」
「
１１
」
の
五
船
で
あ
る

（「
１１
」

大洋フェリー時代の 「さん,S、らわあ」(写真=池 田良穂)



は
喫
水
線
下
の
船
体
の
み
同
型
）
。
こ
れ
ら
の
五
船

は
、
高
度
成
長
期
の
ピ
ー
ク
か
ら
第

一
次
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
に
至
る

一
九
七
〇
年
代
の
前
半
に
建
道
さ
れ

た
画
期
的
な
家
挙
フ
ェ
リ
ー
で
あ
り
、
ま
た
、
タ
ン

カ
ー
業
を
中
心
に
一
代
で
財
を
築
い
た
照
国
グ
ル
ー

プ
の
総
帥
中
川
喜
次
郎
氏
が
、
国
際
水
準
の
豪
華
客

船

へ
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
船
で
も
あ
っ
た
。

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

一
番
船

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
が
川
崎
重
工
業
神
戸

工
場
で
完
成
し
た
の
は
、
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
前
年
の
一
九
七
工

（昭
和
四
十
七
）
年

一
月
十
八

日
で
あ
る
。
翌
月

一
日
か
ら
名
古
屋
～
高
知
～
鹿
児

的
問
の
新
航
略
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
大
型
レ
ジ
ャ
ー
時

代

へ
の
ネ
開
け
を
告
げ
る
船
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

で
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
ク
ラ
ス
は
、
中
川
喜
次
郎
氏
の

ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
計
画
が
具
体
化
し
、
川
崎
重
工
業
に
建
造
の

打
診
が
な
さ
れ
た
の
は

一
九
六
九

（昭
和
四
十
四
）

年
六
月
で
あ
っ
た
。
日
本
高
速
フ
ェ
リ
ー
が
発
足
し

た
の
は
翌
年
五
月
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
関
連
の
話

し
合
い
は
、
照
国
グ
ル
ー
プ
の
照
国
郵
船
と
川
崎
重

工
業
の
問
で
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
田
め
ら
れ
た

一
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

①
旅
客
定
員

一
千
人
、
乗
用
車
二
百
台
、
ト
ラ
ッ
ク

（十
ト
ン
）
八
十
台
を
積
載
で
き
る
こ
と
。

②
航
海
速
力
二
十
四
ノ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
本
格
的
な
旅
客
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

④
専
用
の
設
備
を
持
た
な
い
通
常
の
岸
壁
で
も
、
車

両
の
搬
出
入
が
で
き
る
こ
と
。

こ
の
四
点
を
も
と
に
検
討
を
加
え
た
結
果
、
「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
」
は
、
可
能
な
最
大
船
型
を
採
用
す
る

こ
と
に
な
り
、
全
長
は
高
知
港
の
港
湾
事
情
か
ら
百

八
十
五
メ
ー
ト
ル
に
、
幅
は
川
崎
重
工
業
神
戸
工
場

の
船
台
事
情
か
ら
二
十
四
メ
ー
ト
ル
に
決
ま
っ
た
。

そ
し
て
喫
水
は
、
こ
れ
も
寄
港
地
の
水
深
か
ら
六

・

五
メ
ー
ト
ル
以
下
に
制
限
さ
れ
た
。

と
く
に
②
の

「航
海
速
力
二
十
四
ノ
ッ
ト
以
上
」

と
い
う
条
件
は
、
外
洋
を
走
る
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
は

か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
り
、
船
体
の
設
計
に
あ
た

っ
て
、
川
崎
重
工
業
で
慎
重
な
模
型
試
験
が
繰
り
返

さ
れ
た
。
そ
の
際
、
性
格
的
に
似
た
船
の
例
と
し
て
、

同
じ
こ
ろ
神
戸
工
場
で
完
成
し
た
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
曇

万

六
千
五
百
八
十
絡
ト
ン
）
の
船
型
が
モ
デ
ル
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

空
前

の
内
航
豪
華
客
船

③
の
旅
客
設
備
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
内
航
客
船

に
特
有
の
雑
魚
寝

（ざ
こ
ね
）
式
大
部
屋
の
割
合
を

減
ら
し
て
、
船
客
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視
し
、
旅

客
定
員
の
三
分
の
二
に
キ
ャ
ビ
ン
ま
た
は
ベ
ッ
ド
を

確
保
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。

公
室

エ
リ
ア
に
は
、
二
層
吹
き
抜
け
の
ド
ー
ム
と

ス
テ
ー
ジ
を
も
つ
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ア
タ
ー
、
落
ち
着

い
た
た
た
ず
ま
い
の
グ
リ
ル
の
ほ
か
、
ラ
ウ
ン
ジ
、

バ
ー
、
デ
ィ
ス
コ
、
屋
外
プ
ー
ル
、
そ
れ
を
囲
む
サ

エ
ー
ガ
ー
デ
ン
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
日
本
の
内
航
客

船
と
し
て
は
空
前
の
豪
華
船
と
な
っ
た
。

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
ク
ラ
ス
は
、
船
名
が
共
通
で
あ

る
ほ
か
、
舷
側
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
太
陽
の
マ
ー
ク

が
緒
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ

る
。
船
名
に
つ
い
て
は
当
初
、
二
番
船
の

「
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
２
」
に
は

「
さ
ん
ら
い
ず
」
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
ひ
び
き
の
爽
や
か
さ
か
ら

「
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
」
に
統

一
さ
れ
た
よ
う
だ
。

就
航
後
の
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
ク
ラ
ス
の
航
跡
は
、

決
し
て
穏
や
か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
し
て
日
本
高
速
フ
ェ
リ

ー
が
経
営
不
振
に
陥
っ
た
結
果
、
五
船
は
経
済
情
勢

の
波
間
に
漂
い
、
大
波
を
受
け
て
は
船
主
や
航
路
が

変
わ
っ
た
。
二
隻

（「
５
」
「
１１
し

は
す
で
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
売
却
さ
れ
て
い
る
。

だ
が

一
・
二
番
船
は
健
在
で
あ
り
、
関
西
汽
船
の

別
府
航
路
に
就
航
し
、
華
麗
な
船
容
を
誇

っ
て
い
る
。

ま
た
、
四
呑
船
の

「
８
」
（現

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

と
さ
し

も
現
在
、
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ
ン
の

束
京
～
高
知
航
路
を
走

っ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
二
船

の
今
後
の
健
前
を
期
待
し
た
い
。
（
山
口
　
迪
生
）
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